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目標の検討 

 

日野市生物多様性地域戦略における目標とは、日野市の生物多様性の達成すべき姿を示すものである。目標には状態を示す定性的な目標と到達度を

示す定量的な目標、数値目標の 3種類があり、それぞれ検討する目標の内容により使い分けを行う。また、目標を設定する際にはその時間スケールも

合わせて検討する。長期目標とするか短期目標とするかは、地域戦略の性質によって検討が必要である。 

目標は基本方針に基づき、優先度や重要度の高い課題、包括的に取組む必要のある課題について達成すべき姿を定める。地域戦略では最終的に、そ

れぞれの目標に結び付く施策と行動計画の検討まで進める（平成 29年度）。 

 

地域戦略の体系 
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基本理念 基本方針 目標 施策・行動計画 

「地域戦略の基本的な考え方」 

基本理念は日野市のあるべき姿を示す 

「いつ」「誰が」「何を」を

明確にしたうえで、具体的な

取り組みを示す 

「日野市の達成すべき姿」 

・定性的な目標、定量的な目標 

・計画期間 

優先度や重要度の高い課題や、包括的に取

組む必要のある課題について、基本方針に

結び付けた目標を設定する 

①知る・学ぶ 

・現在の日野を知る 

・子供への生物多様性教育 

・環境情報センターの活用 

・生物多様性の実態を共有する 

 

②使う・育てる・つくる 

・画一的で生きものの少ない公園管理 

・用水の活用 

・自然環境の地域間格差 

・多摩動物園の活用 

 

③守る 

・希少種の保全 

・用水やみどりの保全 

・多摩川の自然 

・宅地化の抑制 

※黄色マーカーは言葉の使い方、定義について確認が必要な部分 

・目標内容の確認検討 

「課題の解決に結び付く内容か」、「既存施策との関連付け」などを確認する 

目標案 

・今の日野市の実態や成り立ちを学ぶことで、日野市の自然の特徴を学ぶ 

・子供たちが自然や生きものをよく理解し、自慢できる日野市を目指す 

・日野市の環境情報・イベントを集約し、発信力を強化する 

・外来種の実態把握を行い、みんなで問題意識を共有する 

 

 

・緑地や用水で生きものに配慮した環境整備を実践する 

・生きものが利用できる環境用水を増やす 

・自然に触れられる身近な拠点を地域ごとにつくる 

・動物園のある日野だからこそできる取組みを官民協働で実践する 

 

 

・多様な環境、希少な動植物を今の状態で残す 

・市民参加による環境改善の促進 

・市民の力で多摩川の自然を取り戻す 

・崖線斜面、多摩丘陵の樹林面積低下を防ぐ 
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